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主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ
◎ 4 8 0 3 2 4 4 5 1 1 0 1
○ 5 5 0 1 3 2 5 4 0 1 2 3
○ 6 8 0 4 0 4 ◎ 6 7 1 2 0 0
○ 7 23 3 5 4 4 7 17 3 4 0 3

8 0 0 0 0 0 8 8 2 1 0 2
○ 9 0 0 0 0 2 9 18 6 0 0 0

10 0 0 0 0 0 ○ 10 14 0 5 4 0
11 0 0 0 0 0 ○ 11 2 0 1 0 2
12 0 0 0 0 0 12 2 0 1 0 1
13 0 0 0 0 1 ○ 13 13 2 3 1 0
14 0 0 0 0 0 ○ 14 12 0 5 2 3
15 0 0 0 0 0 15 4 0 2 0 0
16 16
17 17
18 18

44 3 13 9 106 15 26 9
○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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　　創部3年目でインターハイ初出場ながら前評半の高い明成と、節目となる10回目出場の初芝橋本との対戦は、攻守ともに
圧倒した明成が勝利し、明日の2回戦に進んだ。
　第１P、初芝橋本は、３－２ゾーン、明成はハーフコートマンツーマンでスタートする。初芝橋本は＃７三井が３P、ドライ
ブインと孤軍奮闘するも、せっかく得たフリースローの確率が悪く得点が伸びない。一方明成は外角シュートの確率が今ひと
つ悪いものの＃10佐藤卓が速攻、リバウンドによく絡み、12対21と明成リードで第１Pを終了する。
　第２P、相手の厳しいディフェンスに得点が伸びない初芝橋本に対して、明成は＃13石川が速いタイミングからシュートを
放ち、＃７小野と共に得点を重ね、22対39とリードを広げ前半を終了する。
　第３Pに入ると初芝橋本は全くシュートが入らず、約７分間無得点が続く。一方、明成は外角シュートのチェックが甘く
なった初芝橋本に対し、＃９佐藤文が５本の３Pを沈めたの
をはじめ、内外角満遍なく攻め、このピリオド８対40として、一気にリードを広げる。
　第４Pも内外角バランスよく攻めた明成に対し、中盤5分間無得点の時間帯が続いた初芝橋本も最後まで粘りを見せたが、攻
守ともに圧倒した明成が44対106で勝利した。
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